
ＵＲ米本団地（千葉県八千代市）における

地区防災計画策定支援の紹介

株式会社ＵＲコミュニティ 横浜南住まいセンター 山 口 和 人

（旧 ＵＲ都市機構東日本賃貸住宅本部 千葉エリア経営部）

令和４年１０月



＜主な業務＞

１ ＵＲ都市機構について（業務内容）

○ 民間事業者、地方公共団体と役割分担しながら、大規模な基盤整備を伴う事業や密集市街地整備など、政策
的意義の高い都市再生を推進

○ 東日本大震災の復興支援等、被災地の復興や都市の防災機能強化を支援
○ 市場において不足している高齢者や子育て世帯向けの賃貸住宅など、住宅弱者のためのセーフティネット機能を含

め社会的に必要な賃貸住宅を供給

千里ニュータウン
（大阪府 昭和45年）

昭和30年代のDK風景
金岡団地（大阪府）

民間や地方公共団体と協力し、都市再生を推進します。
・全国都市再生の推進
・構想、企画、諸条件のコーディネート
・パートナーとして事業参画

被災地の復興や都市の防災機能強化を支援します。
・災害に強いまちづくりの推進

賃貸住宅を適切に維持管理し、豊かな生活空間を提供します。
・居住者の方との信頼関係を大切にした約71万戸の維持管理
・高齢者の居住の安定確保、子育て環境の整備等
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女川町中心部（宮城県）
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大手町連鎖型都市再生ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（東京都）

高島平団地（東京都）



２ 発災時の対応力向上のための平時の取組（UR賃貸住宅における地区防災計画策定支援等）

〇UR賃貸住宅（団地）において、自治会等が主体となって策定する「地区防災計画」に係る支援を試行的に実施
（平成３０年度～令和元年度）

〇平城第2団地（奈良県奈良市）

・地区防災計画案を策定し奈良市へ提出 (R3.3)
・自治会・URで連携し、
防災士や専門家監修のもと、
団地内住戸を活用した家具
転倒被害防止等を目的とし
たワークショップを実施
（R2.10）

防災ワークショップの様子
（家具転倒防止作業）

〇米本団地（千葉県八千代市）
・地区防災計画が八千代市防災会議で承認され、市の地域防災計画（資料
編）に位置付け（R4.2）
・自治会発意により、居住者の防災意識向上のため、団地内住戸を活用した
「防災展示ルーム」を設置(R3.2～R4.3)

←
防災
グッズの
展示

〇尾山台団地（埼玉県上尾市）

・地区防災計画が上尾市防災会議で承認され、
市の地域防災計画の一部に位置づけ（R2.2）
・在宅避難を前提とした団地の防災力向上等につい
て高く評価され、内閣府が主催する「防災教育チャ
レンジプラン」にて「防災教育特別賞」を受賞
（R2.2）
・策定後初めてとなる団地内防災訓練
（自治会主催）を実施し、策定後のフォローアップ
を実施（R2.10）

↑団地内防災訓練における
黄色いハンカチを活用した安否確認

〇地区防災計画について（※）

（※）内閣府啓発用パンフレット＜「みんなでつくる地区防災計画～「自助」「共助」による地域の防災～」＞より一部抜粋
内閣府防災情報のページに掲載【URL：http://www.bousai.go.jp/kyoiku/chikubousai/pdf/pamphlet.pdf】

↓防災セミナーの様子

←
家具転倒
防止装置
の取付例
の展示



所在地 千葉県八千代市米本1359

交通 京成本線「勝田台」駅バス20分徒歩1分
（東葉高速鉄道「八千代中央」駅バス13分徒歩1分）

管理開始 1970（S45）年8月～

戸数 3,020戸

階数 1～5階

住宅形式 2DK（39㎡）～3DK（52㎡）

米本団地

団地の特色

主な自治会活動

周辺施設

団地の概要

周辺案内図

・平均年齢64才、平均世帯1.5人、平均居住年数19年

・3,000戸を超える大規模団地

・中層5階建て、エレベーターなし

・一人暮らしの高齢者の見守り活動

・お元気コール、絵手紙作戦

・ふれあいサロン、健康教室、各種イベント、サークル活動

・新八千代病院

・米本小学校、米本南小学校

・八千代ふるさとステーション道の駅

３ 米本団地について（当時・その１）



健康寿命サポート住宅

「ＵＲ賃貸住宅団地を活用したまちづ
くりに係る包括的な連携協力に関する
協定書」の締結
（平成29年9月、ＵＲ⇔八千代市）

① UR賃貸住宅団地（商店街を含む。）
の活性化に関すること

② 各地域の高齢者、子育て世帯、外国人
等のニーズに対応したまちづくりに関すること

③ その他UR賃貸住宅団地を活用したまち
づくりに関し、必要と認めること

協定

社会福祉協議会

地域ケア会議等を通じて
連携・情報共有

八千代市

近隣介護事業者

民生委員 地域包括支援
センター

医療・介護事業者用駐車場

生活支援アドバイザー

４ 米本団地について（当時・その２）



八千代市の米本団地（３～５街区）で1人暮らしの高齢
者などの孤立や孤独死を防ぐ新たな見守りネットワーク構築に
向けて、住民の実情を把握するためのアンケート調査が本格的
に始まった。
米本団地自治会と聖徳大学（松戸市）、ＵＲ都市機構
が協力し、地域力アップによる住みやすい街を目指す。
三者が共同で取り組むのは「米本団地孤立防止ローラー作戦
＆新見守り隊ネットワーク構築プロジェクト」。
自治会などによると、調査員が２人１組で団地の各世帯を
訪れ、氏名、年齢、家族構成、近所付き合いなどに答えてもら
い記入する。
１０月には、聖徳大学（松戸市）の福祉学部社会福祉
学科の学生が同行、住民の生の声に触れた。

平成30年9月15日、10月30日、12月21日千葉日報掲載

見守りネットワークの構築

５ 団地自治会の活動事例（当時）



令和2年2月、団地内空き店舗に八千代市社会福祉協
議会の「コミュニティスペースほっこり」が開設。
地域包括支援センター、団地自治会、管理サービス事務
所と協力して、地域力アップによる住みやすい街を目指す。

令和1年11月、東京都市大学都市生活学部によるスマー
トフォンアプリを使った農作物生産者・道の駅・団地をつなげ
る社会実験を実施。

令和1年11月23・24日、自社所有物件
（銀行跡地）を活用した今後の運営組織の
具体化を目指した社会実験を実施。

八千代市社会福祉協議会
コミュニティスペース設置

東京都市大学による
セレクト野菜ネットショップ実験

日本総合住生活による
「団地フェスティバル」開催

６ 団地における活動報告（当時・その１）



京成電鉄とＵＲ都市機構の
連携記念事業

八千代市の米本団地にミニバラ園が出現。華やか
で香り高い大輪のバラが住民に憩いを与えている。
これは、ＵＲ都市機構と京成電鉄（株）の連携
記念事業で、京成電鉄子会社の形成バラ園が企
画し、バラ20鉢を出張展示。
5月15日にはミニスカイライナーの運行やワークショッ
プなども行われた。

令和3年5月28日 読売新聞（千葉版）に掲載

令和3年6月から、毎週火金に団地集会所横の
広場で、地元農家の方々の新鮮朝採れ野菜販売
が始まりました。これは、団地の敷地内における生
鮮食品などの販売実施者をＵＲが募集したもので
す。

地元農家の新鮮朝採れ野菜
を販売開始

７ 団地における活動報告（当時・その２）



八千代市の米本団地（３～５街区）で1人暮らしの高齢者などの
孤立や孤独死を防ぐ新たな見守りネットワーク構築に向けて、住民の実
情を把握するためのアンケート調査が本格的に始まった。
米本団地自治会と聖徳大学（松戸市）、ＵＲ都市機構が協力し、
地域力アップによる住みやすい街を目指す。
三者が共同で取り組むのは「米本団地孤立防止ローラー作戦＆新見
守り隊ネットワーク構築プロジェクト」。
自治会などによると、調査員が２人１組で団地の各世帯を訪れ、氏
名、年齢、家族構成、近所付き合いなどに答えてもらい記入する。
１０月には、聖徳大学（松戸市）の福祉学部社会福祉学科の学
生が同行、住民の生の声に触れた。

平成30年9月15日、10月30日、12月21日千葉日報掲載

見守りネットワークの構築

団地自治会の活動は活発だが・・・

防災会の活動は、まだ未成熟な段階
にあった。

８ 団地自治会の活動事例（再掲）



（株）防災都市計画研究所

吉川 忠寛 氏

株式会社 防災都市計画研究所 代表取締役所長
都市防災論・災害社会学 専攻 、博士 （社会学）

・阪神・淡路大震災、東日本大震災などの被災地では、応急対応・復興
対応等の様々な調査・研究、防災計画・復興計画づくりなどに関わる。

・首都圏では、防災計画策定支援、シナリオ型応急対策、要援護者支
援、避難所開設・運営、防災まちづくり、事前復興、危機管理対策等に
取り組む。

・研究・教育活動として、東京大学生産技術研究所リサーチフェロー、早
稲田大学基幹理工学部非常勤講師、早稲田大学地域社会と危機管
理研究所招聘研究員、都市住宅学会学術委員など

著書として、
『震災復興の政策科学』（1999年・有斐閣）、『阪神大震災の社会
学』（1999年・昭和堂）、 『災害社会学入門』（2007年・弘文堂）、
『復興コミュニティ論入門』（2007年・弘文堂）、『津波被災地の500
日』（2013年・早稲田大学出版部）など（共編・共著）

９ 内閣府防災アドバイザー（当時）



米本団地の防災課題 地区防災計画づくりの方針

①大規模団地であり、災害時の
組織管理、対応が難しい。

②高齢者。独居者が多く、災害
対応が難しい。

１０ 地区防災計画づくりの方針について

①大規模団地に安否確認体制を
つくろう！

②平時の見守り活動等をいかし
た、要配慮者の災害時支援体
制をつくろう！

③在宅支援も避難所生活も含む
「災害対応シナリオ」をつくろう！



１１ 地区防災計画の策定に向けて（その１）

〇 第１回ワークショップ（2019年3月）

「災害時の危険・資源から米本団地の防災課題を考える

～団地危険マップづくり～」

〇 第２回ワークショップ（2019年4月）

「米本団地の防災対策を考える

～災害対応シナリオの骨子の作成～」

〇 第３回ワークショップ（2019年8月）

「米本団地の防災対策を考える

～災害対応シナリオの詳細の作成～」

〇 防災アンケート実施（2019年9月）

自助への備え状況、防災上の不安・要望等

意向調査を行い、今後の活動に役立てるために実施



１２ 地区防災計画の策定に向けて（その２）

〇 第1回 幹事会（2019年9月）

「安否確認方法の検討、訓練の企画について」

〇 第2回 幹事会（2019年10月）

「安否確認訓練、防災ニュース・アンケートについて」

〇 安否確認訓練の実施（2019年11月）

〇 第4回ワークショップ（2019年12月）

「アンケート結果、事前対策、組織体制を考える」

〇 第3回幹事会（2020年1月～）

「地区防災計画たたき台の検討」



安否確認訓練の実施

日 時：２０１９年１1月３０日（土）

午前１０時３０分～１2時

場 所：５－４号棟･５－５号棟の階段、

中庭と集会所内

参加者：５－４号棟･５－５号棟居住者

全員（他棟住民は見学）

内 容：災害対応シナリオに沿った

安否確認、応急手当（模擬）

１３ 地区防災計画の策定に向けて（その３）



〇 第5回幹事会（2020年8月）

「地区防災計画（案）の検討」

〇 地区防災計画（案）に対するアンケート（2020年9月）

〇 防災ニュースの発行（2020年10月）

「地区防災計画（案）のパブリックコメント募集」

スローガン決定：みんなで目指そう「全員無事」の米本団地！

〇 第6回幹事会（2020年1１月）今後の進め方、取材等

〇 八千代市との協議開始（2020年12月～）

〇 団地防災セミナー「地域の防災を考える。」（2021年3月）

百年防災社葛西取締役による講演会と「防災展示ルーム」の開設

〇 八千代市防災会議へ「地区防災計画（案）」の提案、策定

（202２年２月）

１４ 地区防災計画の策定にむけて（その４）



「防災展示ルーム」

「地域の防災を考える勉強会」

百年防災社葛西取締役による「地区防災計画を作成した
後にどのような防災活動が必要になるのか」を学ぶ勉強会
を開催、地区防災計画後にできる「自助」「共助」「共助連
携強化」の取り組み事例を紹介

団地自治会の発意から、ＵＲ
のグループ会社「日本総合住
生活」の協力を得て、空き住
戸を活用した「防災展示ルー
ム」を開設

（～令和４年３月まで）

１５ その後の話し



【良かった点】

〇 団地の防災意識が高まった。

〇 団地コミュニティの活性化

〇 災害時、自治体からの支援が期待

〇 ＵＲと団地住民の良好な関係構築

【考慮すべき点】

〇 着手から策定まで約２年

〇 マンパワー不足

【ご協力いただいた団体等】

内閣府、株式会社防災都市計画研究所、八千代市（危機管理課）

八千代市社会福祉協議会、阿蘇・睦地域包括支援センター

国土防災技術株式会社、株式会社三菱総合研究所、日本総合住生活株式会社

株式会社ＵＲコミュニティ等々

１６ 取り組みの感想（企業として）



１７ 取り組みの感想（担当者として）

【大事だと思ったこと】

〇 地域課題をみんなで探し、防災を「自分ごと」として考える。

〇 キーパーソンを見つけて、考えを共有する。

〇 サークル活動に協力してもらう。

〇 幹事会のようなものを作り、議論した後、総会に諮るほうがラク

〇 地域に住んでいる人にしか出ない知恵を導きだせれば。

〇 継続してもらうことが大事だけど・・・



１８ 団地でのＵＲグループの防災活動支援

ＪＳ日本総合住生活
・ＵＲ賃貸住宅における植栽管理

・団地内共用部分の清掃

・水のトラブル等の小規模修繕 等々

ＵＲコミュニティ
・ＵＲ賃貸住宅の管理

・団地のコミュニティ形成支援活動

・ウェルフェアへの取り組み

・団体信用生命保険 等々



ご清聴ありがとうございました。




